
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

OMIYA NEWS 
No.８５    202４年１２月４日 ＪＲ東労組大宮地本 

 現在、処分撤回を求めて八王子地本は団体交渉を行っています

が、八王子支社は「当該処分については就業規則に則り正当に発令

したものであり、撤回する考えはない」と回答しています。交渉で

発生事象の時系列を議論していますが、事実誤認があまりにも多

く、別の場の議論で認めているＢ副長の発言内容を認めない等、会

社は不誠実な姿勢に終始しています。管理者のパワハラを社員の暴

力行為にすり替え、面談で述べた事実や主張を認一切認める事無

く、事実確認も不十分な中で発令された不当処分であることは明白

であり、このような会社姿勢を絶対に許す訳にはいきません!! 

  

管理者によるパワハラ・暴行と、事実を隠蔽・捏造し

不当処分を発令する会社姿勢を許してはならない!! 
八王子の仲間と連帯し、全組合員で職場からたたかいを創りだそう!! 

パワハラ・暴行の被害者が加害者に!! 
こんなことが許されて良いのか!? 

パワハラ・暴力を隠蔽し

被害者を加害者にして、

不当処分を発令する会社

姿勢を許してはならない!! 

この事象に現れているのは、旧宇都宮運輸区で発生したパワハラ・懲罰的日

勤教育、旧大宮運転区で発生した不当転勤・不当処分と同様の会社姿勢です。

このような経営姿勢の行き着く先は「命令と服従」の職場であり、絶対に認め

る事はできません！また、このような経営姿勢は職場で働く私たち全社員に

関わる問題であり、決して無関係でいる事はできません！ 

全職場で事象と問題意識を共有し、たたかいを創り出して行きましょう！ 

 


